
















学びのシナリオデザインⅡ

達成目標
育成したい能力
知識・態度・技能

教育プログラム
評価方法・授業設計
進め方・教授戦略

学習活動・内容
講義・実験・調査
議論・発表など

教えたい内容
分野・範囲・難易度

知識や能力
の確認

学習活動・内容

ようこそ！富山高専PBLのページに, 伊藤通子・本江哲行, http://www.pbl.toyama-nct.ac.jp/











7年間で育成したい能力
学年

（例） １学年の習得目標 教育手法
１ ２ ３ ４ ５ １ ２

知
識

専門的な知識
４学科の専門に触れ、工学に親しみつなが
りを知り、自分の専門の特徴を知る。
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講義

技術の歴史や社会的影響
技術は、先人の知恵の蓄積の上に成り立ち、
社会づくりの重要な要素であることを知る。

講義

技
能
・
技
術

合意形成、会話、チーム力
自分の役割を自覚してグループで作業をし、
与えられた課題に対して成果をあげる。

グループワーク

ワークショップ

情報収集・選択・活用・発信力
情報活用のルールを知り、与えられた課題
に対して、レポート作成と発表ができる。

調査、レポート
作成、口頭発表

批判的思考、論理的思考力
なぜ？と考える習慣をつける。意見や考え
方には必ず根拠を明らかにする。

レポート作成

振り返りシート

主体的学習力、自己評価力
宿題を期限までに提出する。自分の体験や
考え方を客観的にふりかえることができる。

振り返りシート

自己評価シート

態
度
・
意
欲

技術を学ぶ意味と高専
高等教育機関とは何かを知り義務教育の感
覚から脱却する。高専の学生としての誇りと
自覚と、高専教育への期待をもつ。

現実の問題に取
り組む、地域との
協働教育

技術への関心と当事者意識
技術の役割の重要性を知り、創造の楽しさ
を知り、技術者になることへの意欲をもつ。

時事や身近な
テーマによる
ケースメソッド

技術者倫理

（知財教育/ESD/情報リテラ
シーを含む）

ルールを守る、整理整頓ができる、後片付
けができる、安全を創出できる、自分の行動
で人に迷惑をかけない、ホウレンソウ・・・、
コミュニケーションデザイン

講義やグループ
ワーク、しつけ

イノベーション力 創造の大切さと喜びを知る。
ワークや実験で
の創造体験

Ｅ.Ｃ.ラッグのキュービック・カリキュラムを参考した ※濃色が重点的育成能力

カリキュラムデザインの具体例


























